
改めて、ダイヤペットの
トラックコレクション・シリーズのご紹介
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旬の話題・気になるニュースを毎月お届け！  モデル・カーズ・ピックアップ

　ご存知の通り、現存するミニ
カー・ブランドとしては日本最古の
歴史を誇るダイヤペット。1965年
の誕生以来その長い歴史の中で
数多くのモデルを送り出して来た
ダイヤペットだが、そのラインナッ
プは我が国のモータリゼーションの
発展に歩調を合わせ、あるいは子
供たちの趣味趣向に合わせ、時代
とともに様々に変化して来た。マ
イカーそのものが憧れだった時代に
は、最新の国産乗用車がそのライ

プの中でも特に充実しているのが、
トラックコレクション・シリーズだ。軽
トラックから大型トレーラーまで幅
広い車種が用意される同シリーズで
あるが、今回その中からご紹介する
のは、いわゆる大型車。三菱ふそう
のスーパーグレートと日野プロフィア
をモチーフに、ウィングトラックから
ダンプカー、トレーラーまで、様々な
モデルが展開されている。ダイヤペッ
トの大きな美点と言える堅牢な作
りと低価格は、このシリーズでも例
外ではない。スケールが全て1/43と
いう世界標準であることも、コレク
ターにとってはうれしいポイントであ
ろう。

問株式会社アガツマ
http://wwwagatsuma.co.jp
Tel.04-7126-6611（お客様相談室）
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ンナップの中心となり、スーパーカー
ブームの頃には海外のスポーツカー
が数多く作られ、またヒーローもの・
戦隊ものがはやった時代には劇中
車などのキャラクターものも多数生
まれた……。
　翻って現在。ダイヤペットのライ
ンナップを改めて見渡すと、意外に
もセダンやスポーツカー等の乗用車
は存在せず、建機やバス、緊急車輛
といったいわゆる「はたらくクルマ」
に特化したものとなっている。一家
に1台自家用車が当たり前の時代
には、やはり「よりスペシャルな存
在」に人気が集まるのだろうか。そ
んなダイヤペットの現行ラインナッ

●DK-5105　大型ウィングトラック
1/43 ￥3,360（税込）

三菱ふそうの先代スーパーグレート。
キャブは左右ドアが開閉。実車同様
ボディ側面が跳ね上がるウィング・ボ
デーを持つ箱車が再現されている。

2007年の東京モーターショーに出展された日野プロフィア・ASVト
ラクターと大型低床トレーラーを組み合われたモデル。大型オート
キャリアカーもトラクター部分は共通。大型商用車のショーモデルが
1/43スケールのミニカーになることは珍しい。逆にダンプトラック
はASVではなく、通常の日野プロフィアのグリルとなっている。

●DK-5108　大型オートキャリアカー
1/43 ￥4,179（税込）

●DK-5002　大型ダンプトラック
1/43 ￥3,360（税込）

●DK-5109　大型低床トレーラー
1/43 ￥4,179（税込）
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